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１．出来形管理機能の動作環境とその種類



出来形管理機能

切削機の出来形管理機能の動作環境

施工面を色塗りする機能（切り盛り／施工回数）

GX-55 Generation ２（第二世代）
※ 2021年9月取付機種限定で発売開始

GX-55ソフトウエア
Ver.12.3.393



出来形管理機能

設定切換えで

施工回数を色で表示

施工面を色塗りする機能（切り盛り／施工回数）

施工面と設計面の高さの差（切り/盛り量）を色で表示



出来形管理機能

切削機の出来形機能 - 施工面を色塗りする機能 -
施工面と設計面の高さの差（切り/盛り量）を色で表示



２．出来形管理機能の作業の流れ



作業の流れ

※「3D-Office」「3DMC」共に現場、設計データ、基準点データは作成（取込み）済みとする。

③ 「3D-Office」でグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】を作成し、
USBメモリに保存する。

⑤ ④のグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】を「3D-Office」に取込む。

④ 「3DMCソフト」の色塗り情報を、③で準備したUSBメモリの
グリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】 に転送する。

⑥ 必要性に応じてグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】に記録され
ている座標データを出力する。【拡張子：TP３、拡張子：TXT】

出来形管理機能

② 「3DMCソフト」で出来形管理機能を使用し、設計面を施工する。

① 「3DMCソフト」で出来形管理に関する設定を行う。



出来形管理機能作業の流れ①

① 「3DMCソフト」で出来形管理に関する設定を行う。

3D-MCソフト 設定画面



出来形管理機能

① 「3DMCソフト」で出来形管理に関する設定を行う。

作業の流れ①

切り盛り間隔・オフセット 設定画面

施工回数 設定画面

切り盛り/施工回数 設定画面



出来形管理機能

① 「3DMCソフト」で出来形管理に関する設定を行う。

作業の流れ①

ショートカットボタンをメイン画面に表示切り盛り管理モード/施工回数管理モード

切替ショートカットボタン、出来形管理の
開始/停止切替ショートカットボタンの設定

「いいえ」 ⇒ 「はい」 に変更



② 「3DMCソフト」で出来形管理機能を使用し、設計面を施工する。

出来形管理機能使い方の流れ②

出来形管理 停止画
面

出来形管理 開始画面



出来形管理機能

グリッドデータ

グリッド間隔を設定
※3DMCで使用する

値を3D-Officeに
入力する。
（例）
0.2m/0.4m/0.8m

作業の流れ③
③ 「3D-Office」でグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】を作成し、

USBメモリに保存する。

グリッドデータの
名称を入力



出来形管理機能

③ 「3D-Office」でグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】を作成し、
USBメモリに保存する。

作業の流れ③

グリット（色塗り）ファイル
【拡張子：GD3】

現場で施工した出来形データを
保存するためのグリットファイル



出来形管理機能作業の流れ④

3D-MCソフト 設定画面

④ 「3DMCソフト」の色塗り情報を、③で準備したUSBメモリの
グリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】 に転送する。

グリット（色塗り）ファイル
【拡張子：GD3】

現場で施工した
出来形データを
USBメモリに保存



出来形管理機能作業の流れ⑤

⑤ ④のグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】を「3D-Office」に取込む。

グリット（色塗り）ファイル
【拡張子：GD3】

現場で施工した
出来形データを
保存したグリットファイル



3D-MC 切削機出来形管理機能作業の流れ⑤

⑤ ④のグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】を「3D-Office」に取込む。

3D-MC と3D-Office 出来形管理の高さの色を合わせるには、
3D-MC の高さオフセットと、色の設定間隔を同じにする必要が有ります。

3D-MCの色塗り表示

3D-MCの高さオフセット
Dual LPS の場合左側
( 例 -0.007m )

3D-MCの出来形管理
高さ間隔 ( 例 0.020m )

3D-OFFICEの色塗り設定

3D-OFFICEの出来形管理
高さ間隔 ( 例 0.020m )
( オフセット -0.007m )3D-OFFICEの出来形管理

の色塗り表示が
3D-MC と同じになる。



出来形管理機能作業の流れ⑥

⑥ 必要性に応じてグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】に記録され
ている座標データを出力する。【拡張子：TP３、拡張子：TXT】

現場で施工した出来形データに記録された
座標データ 【 拡張子：TP3、拡張子：TXT 】



出来形管理機能作業の流れ⑥

⑥ 必要性に応じてグリット（色塗り）ファイル【拡張子：GD3】に記録され
ている座標データを出力する。【拡張子：TP３、拡張子：TXT】

現場で施工した出来形データに記録された
座標データ 【 拡張子：TP3、拡張子：TXT 】
出力

座標データの確認



3．その他新製品の告知



MAGNET 3D Exchange
近日リリース予定

製品名

告 知

MAGNET 3D Exchangeは様々なデータをトプコン拡張(tp3)へ

コンバートするための新しいソフトウェア

・マルチプルファイル入出力対応
・2D/3D分割表示機能
・3DビューDTMデータ編集
・DTMデータチェック機能
・切盛りカラーマップ、土量計算



機能

告 知

3D-Officeがサポートしていた
Land xml、CSV、GD3データなどの
入力に加え、
DXF、DWG、LASデータの入出力が可能!
現場の様々な拡張子入出力に対応します。

様々なファイル入出力をサポート

※一部制限有り

MAGNET 3D Exchange



機能

告 知

3Dビュー機能の実装で、設計データをリアル
な形状で確認することができます。

また、3Dビュー上で直接DTM（TIN）の
編集ができるため、わずかな設計差異を速や
かに修正することが可能です。

施工前に『DTMチェック』機能でデータの最終
確認を行うことで、実施工時のデータに関する
トラブル軽減に寄与します。

3Dビュー・DTM編集で施工時のトラブル軽減
2D/3D分割表示

DTM編集 DTM編集

DTMチェック

MAGNET 3D Exchange



機能

告 知

その他機能

土量計算機能 Sitelink3Dv2接続

選択した2つのTINデータより土量計算が可能。
現場の現況データや施工履歴データと組み合
わせることで、施工土量を把握することが出来
ます。

オンラインでSitelink3Dv2と接続することで、
作成したMAGNET 3DExchangeのデータを
速やかに現場に反映することが出来ます。

※ リリース時期未定

MAGNET 3D Exchange




